
に
乗
り
込
ん
だ
74
名
の
仲
良
し

日
帰
り
旅
行
で
す
。
京
都
天
橋

立
方
面
へ
秋
の
風
情
を
味
わ
い

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

　

令
和
6
年
最
後
の
想
い
出
旅

は
晩
秋
11
月
11
日
で
天
気
は
最

高
！
灘
区
各
所
よ
り
バ
ス
2
台

　

垂
水
区
老
連
創
立
60
周
年
の

記
念
式
典
を
、
令
和
６
年
10
月

19
日
（
土
）
10
時
30
分
か
ら
、

垂
水
区
文
化
セ
ン
タ
ー
レ
バ
ン

テ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
務
部
会
鴨
川
部
会
長
の
司

会
で
開
会
の
言
葉
、
国
歌
斉
唱
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
と
進
み
、
主

つ
つ
こ
の
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
橋
立
大
丸
シ
ー
サ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
」
に
到
着
。
記
念
撮

影
を
し
、
丹
後
半
島
の
グ
ル
メ

（
の
ど
ぐ
ろ
陶
板
焼
き・焼
き
鮑・

焼
き
さ
ざ
え
・
甘
エ
ビ
・
橋
立

そ
ば
等
）
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伊
根
湾
め
ぐ
り
遊
覧

船
で
舟
屋
を
眺
め
て
秋
う
ら
ら

催
者
挨
拶
と
し
て
区
老
連
松
木

会
長
か
ら
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
転
換
期
に
、
地
域
に
老
人
ク

ラ
ブ
と
い
う
存
在
が
あ
っ
て
、

多
く
の
仲
間
が
出
来
、
健
康
を

気
遣
い
な
が
ら
充
実
し
た
生
活

が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い
経
験
や
充

の
静
か
な
内
海
で
30
分
の
憩
い

の
ク
ル
ー
ズ
で
す
。
遊
覧
船
を

取
り
巻
き
群
れ
飛
ぶ
数
十
羽
の

か
も
め
が
甲
板
に
右
舷
左
舷
に

舞
い
降
り
、
肩
や
頭
に
停
ま
り
、

空
中
よ
り
小
指
の
爪
ほ
ど
の
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
摘
ま
ん
で
飛

び
去
る
。
驚
く
も
可
愛
い
想
定

外
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
ひ
と
時

で
し
た
。

　

令
和
6
年
は
元
日
早
々
に
能

登
半
島
で
大
地
震
が
発
生
し
、

ま
た
国
内
の
み
な
ら
ず
地
球
規

模
で
自
然
災
害
が
散
見
さ
れ
、

更
に
国
際
紛
争
止
ま
ず
、
政
治

経
済
の
不
明
朗
も
あ
り
、
猛
暑

の
高
さ
も
長
さ
も
記
録
破
り
で

し
た
が
、
過
ぎ
し
1
年
を
締
め

括
る
佳
き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
海
産
物
の
お
店
に
寄

り
、
み
や
げ
物
等
色
々
買
い
物

を
楽
し
み
、
紅
葉
の
野
山
、
秋

空
を
染
め
る
夕
焼
け
を
眺
め
な

が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

灘
区
老
連
の
活
動
も
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
が
緩
和
さ
れ
、
演

芸
の
集
い
、
幅
広
い
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
福
祉
・
防
災
防

犯
活
動
と
、
正
に
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
の
旗
の
下
、
地
域
で
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
規
会
員
の
入
会
が
充
分

で
な
く
、
新
た
な
意
識
付
け
に

よ
る
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

令
和
7
年
度
は
灘
区
民
ホ
ー
ル

と
王
子
競
技
場
が
大
幅
な
改
装

工
事
で
使
用
で
き
な
い
の
が
課

題
で
す
。

灘
区
老
連

晩
秋
の
バ
ス
旅

　
　
伊
根
湾
の
グ
ル
メ
と
舟
屋
眺
望
遊
覧

垂
水
区
老
連

創
立
60
周
年
記
念
式
典
と

     

第
49
回
楽
し
い
つ
ど
い

須
磨
区
老
連

執
行
部
役
員
が
専
用
倉
庫
組
立
、

福
祉
友
愛
の
つ
ど
い
開
催

実
感
を
周
囲
の
人
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

次
に
参
加
さ
れ
た
来
賓
を
紹

介
、
う
ち
お
二
人
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

垂
水
区
若
松
謙
一
区
長
よ
り

創
立
60
周
年
へ
の
祝
意
と
、
区

の
行
事
へ
の
協
力
に
謝
意
が
伝

え
ら
れ
、
来
年
震
災
30

年
に
寄
せ
て
避
難
所
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
薬
手
帳
の
有
効
性

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
鹿
野
靖
雄
事
務

局
長
よ
り
60
周
年
の
祝

意
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進

に
感
謝
を
述
べ
ら
れ
、
課
題
で

あ
る
後
継
者
不
足
、
会
員
減
少
、

高
齢
者
の
意
識
の
変
化
に
対
応

す
る
研
修
会
の
予
定
な
ど
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
表
彰
式
に
移
り
、
活

動
賞
に
西
舞
子
友
の
会
、
広
報

賞
に
桃
山
台
ク
ラ
ブ
、
特
別
賞

に
区
老
連
ブ
ロ
グ
開
設
に
貢
献

し
た
個
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与

さ
れ
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
の
後
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
、
第
49
回
楽
し
い

つ
ど
い
で
す
。

　

文
化
研
修
部
会
佐
藤
部
会

長
の
司
会
で
、
11
ク
ラ
ブ
が
参

加
し
14
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

演
目
の
内
訳
は
、
詩
吟
３
組
、

リ
ズ
ム
体
操
３
組
、民
踊
２
組
、

太
極
拳
１
組
、マ
ジ
ッ
ク
１
組
、

ダ
ン
ス
１
組
、笑
い
ヨ
ガ
１
組
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
１
組
、
コ
ー

ラ
ス
１
組
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
青

い
山
脈
を
全
員
で
合
唱
し
14
時

に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

須
磨
区
老
連
は
、
こ
の
た
び

愛
称
を
須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

決
定
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が

行
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
室
内
運
動
会
の
用
具
等
は
、

こ
れ
ま
で
区
役
所
倉
庫
に
保
管

し
て
お
り
、
搬
入
と
搬
出
は
開

庁
時
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
手
間
暇
が
か
か
る
の
で

須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
は
、

倉
庫
新
設
場
所
確
保
に
奔
走
し
、

須
磨
区
衣
掛
町
の
公
園
内
に
３

畳
程
の
大
き
さ
の
倉
庫
新
設
に

つ
い
て
市
の
了
解
を
得
た
。
次

に
会
長
は
「
資
材
の
み
購
入
し
、

基
礎
工
事
と
組
み
立
て
は
我
々

の
手
で
行
お
う
」
と
役
員
に
呼

び
か
け
。
昨
年
6
月
13
・
14
日
、

元
建
設
会
社
経
営
の
会
長
の
指

揮
の
も
と
、
70
代
、
80
代
役
員

が
図
面
を
見
な
が
ら
作
業
開
始
。

柱
、
梁
の
組
立
て
は
不
具
合
の

つ
ど
ボ
ル
ト
を
緩
め
て
向
き
の

修
正
な
ど
を
行
っ
て
倉
庫
を
完

成
さ
せ
、
そ
の
内
部
に
は
使
い

勝
手
が
よ
い
よ
う
に
棚
も
取
り

付
け
た
。
特
技
を
持
つ
人
が
リ

ー
ド
し
て
全
員
が
協
力
し
、
業

者
に
頼
ら
な
い
で
自
前
の
倉
庫

を
完
成
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
11
月
17
日
に
は
須
磨

パ
テ
ィ
オ
ホ
ー
ル
で
福
祉
友
愛

部
と
女
性
委
員
会
の
合
同
で「
第

２
回
福
祉
友
愛
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
7
月
７

日
に
東
須
磨
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
た
「
福
祉
友
愛
の
つ

ど
い
」
が
好
評
で
、「
再
度
開
い

て
ほ
し
い
」「
女
性
委
員
会
の
活

動
を
見
た
い
」
と
の
要
望
に
応

え
て
実
施
し
た
も
の
。
内
容
は
、

須
磨
警
察
署
員
に
よ
る
特
殊
詐

欺
防
止
と
心
臓
外
科
の
権
威
で

あ
る
凌
駕
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
樋
上

哲
哉
院
長
に
よ
る
突
然
死
防
止

の
講
演
の
ほ
か
、
女
性
委
員
会

の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏

と
合
唱
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
は
須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
の
ほ
か
、
そ
の
友

だ
ち
や
関
心
を
持
つ
地

域
の
人
び
と
で
、
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

高
評
価
で
、
当
ク
ラ
ブ
が

め
ざ
す
地
域
の
人
び
と

の
交
流
促
進
取
組
み
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

1 号車の参加者1 号車の参加者

2 号車の参加者2 号車の参加者

群れ寄るカモメと群れ寄るカモメと
ふれあいのふれあいの
伊根湾めぐり伊根湾めぐり
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